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研究成果の概要：医学生は「死の教育」を受けることにより、「死への恐怖心」を減少させた。

自由記述の中で、死生観の多様性への気づきや患者対応への配慮に言及するなど、終末期のコ

ミュニケーション能力涵養につながった。終末期臨床場面を想定して医学生が抱く不安分析か

らは未経験という要因が抽出された。2007 度に作製した模擬患者を導入しての映像教材は、講

義の振り返りに効果的であった。この教材を元に、2008 度は自学自習用教材を試作した。 
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１． 研究開始当初の背景 
 近年取り組まれている医学教育改革の方
向性として、全人的医療を担うための『コミ
ュニケーション技能』、『患者やその家族への
共感的態度』、『患者の権利の理解』が重要視
されている。「死の教育」という分野におい
て、これらの教育目標を達成することは、医
学生にとって重要である。 
 欧米では、ほとんどの医学校のカリキュラ
ムに「死の教育」が盛り込まれており、施設
実習を取り入れたコースもある。一方、わが
国では必修カリキュラムに組み込まれてい
る医学部は少なく、効果的な教育方法も確立
していないのが現状である。 

我々はこれまでに、終末期医療教育や死生
観についての全国調査を実施し、平成 12 年
度より名古屋大学医学部5年生へ「死の教育」
を行ってきた。それらの教育研究活動の結果、
実地臨床実習開始以前の時期に必要な知
識・技能・態度を習得する必要性があきらか
となった。 
 本学の医学教育カリキュラムの中で、臨床
実習開始以前に、学生が自ら死生観を深め、
死についてのコミュニケーション能力を習
得するような実習は他で行われておらず、必
要性が高い。 
核家族化の進行や病院死の増加などで身

近に死を感じることがない医学生たちにと
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って、より改良された「死の教育」プログラ
ムを通して、自らの死生観を形成しながら患
者とコミュニケーションを持つための心の
準備ができることは意義深い。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、臨床場面に則した自己学

習可能な「死の教育」プログラムを開発し、
それによって学生たちが「医の倫理と生命倫
理」を尊重する態度を獲得し、自己決定権を
含む患者の権利やインフォームド・コンセン
トのあり方を理解し、終末期という困難な場
面におけるコミュニケーション技能を効率
的・効果的に習得することにある。そのため
に以下の 5つの具体的目標を設定した。 
(1)終末期臨床場面で医学生の不安や恐れを
引き起こす要因の抽出と解析 
(2)終末期臨床場面における医学生の心理
的・情緒的反応の抽出と解析 
(3)終末期の倫理的諸問題の理解を目的とし
た介入方法の開発と効果の検証 
(4)模擬患者を用いた教育方法の開発とその
効果の検証 
(5)効果的な自学自習用ＤＶＤ教材の開発と
その検証 
 
３．研究の方法 
「死の教育」の講義を 2時間実施する。対

象となるのは医学部 5年生の学生である。そ
の前後で、死に対する考え方などを問う質問
紙調査を実施する。また、この講義の様子を
ビデオカメラやＩＣレコーダ、筆記などによ
り記録し、講義終了後の分析対象とする。 
(1)「死の教育」プログラムの効果検討 

①プログラム実施前後で質問紙調査を
行う。 

②質問紙調査の結果のうち数値化でき
るものは数値化し統計学的な検定な
どの解析を行う。自由記述形式のデー
タは質的分析法により記述内容をカ
テゴリー化し、全体の傾向や構造を把
握する。 

③「死の教育」プログラム中のグループ
ディスカッションとロールプレイを
撮影及び録音してその結果を逐語録
に起こす。これを質的研究の手法によ
り分析し、グループディスカッション
やロールプレイでの会話を進める際
の論点や結論に関連する要因の構造
を明らかにする。 

(2)フォーカス・グループ・インタビューに
よる検討 
①「死の教育」プログラム受講者の中か
ら同意を得られた者を対象としてフ
ォーカス・グループ・インタビューを
実施する｡インタビューの内容は逐語
録に起こし、質的分析の手法により、

学生が終末期医療に取り組む際に感
じる不安や恐れの構造を明らかにす
る。また、今後「死の教育」を充実さ
せるために、受講生から出された「死
の教育」への感想や要望についても尋
ねる。 

(3)「死の教育」プログラムの改訂と教材作   
  成 

①死の教育プログラム内容の改訂 

    上記（1）、（2）の結果を踏まえ、「死
の教育」プログラムの内容を、より学
生の不安を軽減し、終末期医療に取り
組む際の準備となるようなものに改
訂する｡ 

②ロールプレイシナリオの改訂 
現行のロールプレイシナリオを、上

記（1）の③での分析結果に基づいて
改訂する｡また、現行のシナリオとは
異なる展開となるシナリオも逐語録
をもとにして複数作成する｡ 

③模擬患者のトレーニングとシナリオ
の改訂 

改良されたシナリオに基づいて、名
古屋大学ＳＰ研究会所属の模擬患者
のトレーニングを行う。各シナリオを
読み、演じる中でシナリオとしての自
然さや演じやすさを模擬患者に検討
してもらい、必要な改訂を加える。 

④ＤＶＤ教材作製と「死の教育」への適
用、および自学自習用ＤＶＤの作成 
改良されたシナリオをもとに、模擬

患者がロールプレイを演じたＤＶＤ
教材を作成する。この教材を「死の教
育」の中で学生に視聴させ、講義後の
質問紙調査結果と、ＤＶＤ視聴を行わ
なかった学生の結果とを比較する。さ
らに「死の教育」のプログラムを自習
できる形で取り入れ、自学自習用ＤＶ
Ｄを作成する。 
 

４．研究成果 
(1)「死の教育」プログラムの効果検討 
大阪大学臨老式死生観尺度を用いて質問

紙調査を実施した。まず 2007 年度分のデー
タをもとに講義前と講義後の死生観の変化
を調べたところ、7因子のうち「死後の世界
観」「死への恐怖」「死への関心」の 3因子に
統計的に有意な変化がみられた。この結果を
日本老年医学会東海地方会においてポスタ
ー発表をした。 
さらに大垣女子短期大学紀要に速報とし

て投稿し、査読を通過し、現在印刷中である。 
2008 年度のデータについて解析したとこ

ろ、7因子のうち「死後の世界観」「死への恐
怖」「死への関心」の 3つで統計的に有意な
変化が見られた。これらの因子は学会発表、
紀要発表の分析結果とまったく同じ3つであ



 

 

った。速報のデータとなった 2007 年度の学
生と、今回分析した 2008 年度の学生との間
に同一傾向の結果が出たということは、本研
究の普遍性を表すものといえる。 
(2)フォーカス・グループ・インタビューに
よる検討 
 フォーカス・グループ・インタビューをも
とに、学生たちの不安や恐れは、「未経験」
という共通した意識から4つの相（Spiritual 
Aspects、Medical Aspects、Psychological 
Aspects、Social Aspects）に分類されると
いう構造解析に到達している。 
(3)「死の教育｣プログラムの改定と教材作成 
 教材の改訂については以前のシナリオに、
【人生の最期の過ごし方】という視点が入る
よう一部改訂をくわえた。学生が行ったロー
ルプレイの記録から実演例 3種を選び、それ
をもとにスキットシナリオを作成した。 

2007年度にこの3種のスキットシナリオを
映像化するに当たっては、名古屋大学SP研
究会の模擬患者、および、本大学附属病院の
医師の協力を得た。これをＤＶＤ教材として
作成し、2008 年度の講義において使用した。 
また、自学自習に使用することができるよ

う、「死の教育」プログラム進行に基づいた
ＤＶＤ教材を試作品が完成した。さらに内容
を検討してレベルアップを行う。 
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